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東京大学情報基盤センター 

利用成果報告書 

 
提出日： 2022年 4月 29日 

申込課題名 大規模高並列電磁界有限要素解析の性能向上に関する研究 

企 業 名 株式会社 JSOL 

フ リ ガ ナ 

代表者氏名 
 プロジェクトコード  

部 署 名  職 名  

利用計算機 

システム 

□Wisteria/BDEC-01 ☑Oakbridge-CX □Oakforest-PACS □Reedbush-L □Reedbush-H     

※利用した計算機に☑願います 

申込ノード数 12ノード 利 用 期 間 
2021年 4月～ 

2022年 3月 

成果公開（※） ①. 即時公開 2. 公開延期（成果公開予定：   年  月） 

公開延期の理由 

※ 上記で「2.公開延期」を選択された場合はその理由をご記入願います。 

 

 

 
  

※ 本報告書の内容は原則公開され、センター広報・Web ページに公開されます。ただし、利用者の申出によ

り最大で 2年間公開を延期することができます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⚫ 本報告書は、利用期間終了後 1 ヶ月以内に東京大学 情報システム部 情報戦略課 研究支援チームまでご提出
ください。 

⚫ 本様式の変更はできません。 
 
 

受 付 日    年  月  日 受 付 印  
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1．利用の概略（各項目数行）（明朝 10.5pt，行間 14pt以上） 

1）利用目的・内容 

電磁界有限要素解析プログラムの高並列化，ならびに高速化を目的とする。自動車等のモビリティで用いる

駆動用回転機を主な解析対称とし，その損失および機器効率の予測に用いる。プロセスとスレッドを組み合わ

せたハイブリッド並列処理について，使用コア数を 2,000 まで拡張する。並列性能向上のための技術開発を行

う。 

 

2）利用意義（企業利用の観点から） 

回転機の損失をシミュレーションで高精度に予測するためには，エアギャップやコイル素線内部のメッシュ

を細分化する必要があり，それにより処理時間が長くなる。機器設計の時間は限られているため，設計フロー

の中でシミュレーションを活用するためには処理時間短縮が必須である。その手段の一つに高並列処理がある。

並列性能の向上により，課題を解決する。 

 

3）スーパーコンピュータを利用する必要性 

東京大学 Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムは，有限要素解析の高並列化と高速化に不可欠なメモ

リ速度，メモリバンド幅，ならびにネットワーク性能に関して高性能である。そのため，高並列度のプログラ

ム開発に好適である。 

 

2．成果の概要（明朝 10.5pt，行間 14pt以上） 

1）本利用で得られた成果（成果が得られなかった場合はその理由） 

※ 内容を以下のうちから選択の上，計算機利用の観点から得られた知見を中心に記載してください。（最大

1000字程度） 

（ １．計算科学， ２．コンピュータ・サイエンス， ３．プログラムチューニング， ４．その他 ） 

 

弊社では 2016年度下期より Reedbush-Uスーパーコンピュータシステムを，2020年度より Oakbridge-CXを利

用している。スーパーコンピュータシステムの利用により特に項目３．「プログラムチューニング」について

成果を得た。 

電磁界有限要素解析について 2021 年度はハイブリッド並列処理を改良し，約 2,000 並列までの速度向上を得

た。非並列対比で 400倍～800倍の速度を達成している。それにより，自動車メーカや部品メーカにおいて時間

の制約から今まで不可能であったシミュレーションが，数時間～1 日で実行可能となっている。東京大学

Oakbridge-CX を用いて繰り返し速度測定を行い，プログラムのホットスポットを把握しえたことが，この達成

に大きく寄与している。 

次年度は，自動車部品などで必要な誘導加熱問題を対象とし，電磁界解析に加えて熱伝導解析を連成させ，

その速度向上を図る予定である。 

 

2）社会・経済への波及効果の見通し（数行） 

モビリティの電動化が進んでおり，産業界での電気機器性能向上は急務の課題である。そのためプロトタイ

プによる実測のみに頼った設計は成立しなくなっており，シミュレーションを活用した機器性能予測の重要度

が増している。 

前述の技術開発により，特に回転機を中心とした電気機器設計においてシミュレーションによる損失および

機器効率の予測性能が向上するとともに，シミュレーションの時間短縮も達成された。機器設計現場でのシミ

ュレーション利用促進に寄与している。 

 

3）その他の成果（数行） 

東京大学 Oakbridge-CX 上での高並列プログラムの技術開発を通じて，若手ソフトウェア開発者の知識および

技術向上が達成されている。 


